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環境方針 
 

環境経営方針 

王子グループ環境憲章に準じ、広く地球的視点に立って環境と調和

した企業活動を展開し、環境改善に取り組むと共に、紙のリサイク

ル、地球温暖化対策等を積極的に推進する。 

 

行動指針 

当社は、事業活動の全てを通して、継続的な環境負荷の低減に努めます。また、

下記の項目を重点管理テーマとして取り組みます。これらの重点テーマについ

ては目標を設定し、PDCA を回すことで継続的改善に努めます。 

 

① 当社事業に関係する環境関連の法規制を遵守します。 
② 電気及び、化石燃料の消費に伴う二酸化炭素の発生抑制に努めます。 
③ 事業活動において、廃棄物の発生を抑制し、廃棄物の排出削減に努めると同時にリサイ

クルの推進、廃棄物の有効利用を推進します。 
④ 生命を育む貴重な水資源の節約に努めます。 
⑤ グリーン調達を心がけ、安全で環境負荷の少ない資材の使用に努めます。 
⑥ 環境に優しい製品の開発、提供に努めます。 

 
この環境方針は全従業員に周知、徹底すると共に、社内外に公表致します。 
 

 
制定日：2010 年 12 月 1 日 
更新日：2022 年  4 月 1 日 

 代表取締役 
赤城 正晃 
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1.組織概要 
1).事業所名：本州大分段ボール 株式会社  代表者名：代表取締役 赤城 正晃 

 

2).所在地  本社・本社工場  〒879-1124  大分県宇佐市大字山 255 番地の 1 

       TEL(0978)37-2155  FAX(0978)37-2157 

     

 

3).環境管理責任者： 赤城 正晃  連絡担当者：渡辺 信一郎 

連絡先： TEL(0978)37-2155  FAX(0978)37-2157 

4).事業内容  段ボール製品の開発、製造、販売 

 

5).事業規模（売上高は 2022 年度実績） 

資本金 ：1000 万円 

売上高 ：314 百万円 

従業員数：合計 18 人 

敷地面積：合計 1200 ㎡（本社・本社工場 1200 ㎡） 

 

6).事業年度(会計年度) 期首：4 月、期末：3 月 

 

7).認証、登録の対象範囲（全組織、全事業活動） 

 ①登録名 ：本州大分段ボール 株式会社 

 ②活動  ：段ボール製品の開発、製造、販売 

 ③対象サイト ：本社・本社工場 

 

8).沿革 

1974 年  9 月(昭和 49 年) 本州製紙系列：西日本パッケージ㈱大分工場として操業 

1979 年 10 月(昭和 54 年) 本州製紙系列ダンボールメーカー10 社合併 

「本州ダンボール工業㈱大分工場」となる。 

1986 年 4 月(昭和 61 年) 本州製紙と本州ダンボール工業との合併により 

「本州製紙大分事業所」となる。 

1988 年 4 月(昭和 63 年) 本州製紙より分離、独立「本州大分段ボール㈱」を設立。 

1996 年 10 月(平成 8 年) 本州製紙と新王子製紙の合併により王子製紙ダンボール加工グループの 

一員となる。 

2005 年 3 月(平成 17 年)  中津加工所を開設(北九州パッケージ解散により一部商圏引受け)。 

2006 年 10 月(平成 18 年) 本社(宇佐市大字山)の工場等全焼。 

2007 年 10 月(平成 19 年) 本社工場竣工。 

2013 年 3 月(平成 25 年) 中津加工所閉鎖 

2023 年 4 月(令和 5 年)  現在に至る。 
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2.環境経営目標(2021～2022 年度目標) 

環境方針の番号 選択課題 
基準年度 

2020 年度実績 

2021 年度 

目標 

2022 年度 

目標 

1 二酸化炭素排出量削減 

34,462 34,117 33,773 

Kg-CO2 △1% △2% 

1-1 電気使用量削減 

38,423 38,039 37,655 

kWh △1% △2% 

1-2 化石燃料消費量削減 

6,500 6,435 6,370 

   

ℓ △1% △2% 

2 産業廃棄物排出量削減 

0.4 － － 

トン 1.5t 1.5t 

3 水使用量削減 

187 185 183 

㎥ △1% △2% 

4 
環境配慮製品の提案件数 

環境配慮製品の採用件数 

－ － － 

20 件 20 件以上 20 件以上 

5 件 5 件 5 件 

※二酸化炭素排出量の計算は、九州電力の 2016 年度調整後排ガス係数 0.483(kg-CO2/kWh)を使用して

います(3 年間使用)。 

※EA21 で要求されている化学物質の削減については、当社には PRTR 法対象物質が無いため、環境方

針、目標には含めておりません。 
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2.環境経営目標(2023～2024 年度目標) 

環境方針の番号 選択課題 
基準年度 

2022 年度実績 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

目標 

1 二酸化炭素排出量削減 

66,412 65,748 65,084 

Kg-CO2 △1% △2% 

1-1 電気使用量削減 

42,434 42,010 41,585 

kWh △1% △2% 

1-2 化石燃料消費量削減 

19,782 19,584 19,386 

   

ℓ △1% △2% 

2 産業廃棄物排出量削減 

0.3 － － 

トン 1t 以下 1t 以下 

3 水使用量削減 

138 137 135 

㎥ △1% △2% 

4 
環境配慮製品の提案件数 

環境配慮製品の採用件数 

－ － － 

20 件 20 件以上 20 件以上 

5 件 5 件 5 件 

※二酸化炭素排出量の計算は、九州電力の 2021 年度調整後排ガス係数 0.392(kg-CO2/kWh)を使用して

います(3 年間使用)。 

※EA21 で要求されている化学物質の削減については、当社には PRTR 法対象物質が無いため、環境方

針、目標には含めておりません。 
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3.実施体制 

 
               

               

     代表者       

     代表取締役 赤城 正晃       

               

               

     環境管理責任者       

     赤城 正晃       

               

エコアクション 21       事務局  

推進委員会       渡辺 信一郎  

               

     実行責任者       

     桜井 雅之       

               

               

               

               

  事務部門       製造部門    

  桜
井 

雅
之 

      田
中 

陽
二 
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4.役割と責任及び権限 

 

 役割 権限 責任 

 ・環境経営に関する統括責任者 

代表者 ・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する 

 ・環境管理責任者の任命 

 ・環境方針を定める 

 ・環境経営目標及び環境経営計画、実施体制を承認する 

 ・代表者による全体の評価と見直しを実施する 

 ・環境経営レポートの承認 

・経営における課題とチャンスを明確にする 

 ・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者 

環境管理責任者 ・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する 

 ・エコアクション 21 推進委員会の責任者 

 ・環境関連法規等のとりまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認 

 ・環境経営目標、環境経営計画、実施体制の確認 

 ・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認 

 ・問題点の是正及び予防処置の承認 

 ・環境経営レポートの確認 

 ・環境管理責任者の補佐、エコアクション 21 推進委員会の事務局 

事務局 ・環境関連文書、記録の管理 

 ・環境経営活動に関する実績のとりまとめ 

 ・外部環境コミュニケーションに関する窓口 

 ・環境経営レポートの作成 

エコアクション 21 ・環境経営活動に関する重要事項の審議（環境方針、目標、活動計画、経営システ

ム） 

推進委員会 ・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告 

実行責任者 ・目標達成状況を委員会に報告する 

 ・目標に対する達成度評価に基づき、関係部門と調整の上に問題点(是正、予防)処置

報告書の作成を行う 

 ・目標達成に向けた推進役 

部門長 ・自部門における環境経営活動の実施 

 ・自部門に必要な手順書などの作成、管理 

全従業員 ・環境方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する 

 ・自主的、積極的に環境経営活動に参加する 
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5.環境活動計画(2022～2024 年度)・評価(2022 年度) 
環境方針

の番号 
目標課題 具体的な内容 頻度 結果 評価日/評価者 

1 二酸化炭素排出量削減     

1-1 電気使用量削減 

1．昼休みの消灯 通年 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

2．空調の適正管理 夏・冬期 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

3．エアコンフィルターの定期清掃 夏・冬期 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

4．グリーンカーテンの設置 夏期 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

5．LED 照明の導入 通年 － 
2023/4/11 

赤城正晃 

1-2 化石燃料消費量削減 

1．アイドリングストップの推進 適時 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

2．乗車前の点検（タイヤ空気圧など） 適時 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

3．エコドライブ 通期 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

4．ハイブリッド車の導入 適時 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

2 産業廃棄物排出量削減 

1．各種産業廃棄物の分別・リサイクル 通年 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

2．有価物の選定 通年 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

3．簡易包装による梱包材使用削減 通年 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

3 水使用量削減 1．洗車時の節水励行 通年 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

4 

環境配慮製品の提案件数

(材料の減量、歩留まりの良

い製品等) 

1．顧客へのコストダウン提案 通年 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 

2．エコ商品の拡大 通年 ○ 
2023/4/11 

赤城正晃 
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6.環境経営目標の実績、評価と今後の取組内容 

項目 

昨年度 

実績値 

(2021 年) 

目標値 

(2022 年) 

実績値 

(2022 年) 
達成度 

判

定 

評価及び今後の取組内容 

(運用期間 2022 年 4 月～2023 年 3 月) 

二酸化炭素排

出量削減 
55,750 33,773 70,274 48% × 配送の内製化で効率化を推進。トラ

ックを自社管理にしたことから、化

石燃料の消費量が増加し、二酸化炭

素排出量と合わせて目標値を大き

く下回る結果となりました。 

電気使用量削

減(kWh) 
40,788 37,655 42,434 89% △ 

化石燃料消費

量削減(ℓ) 
16,261 6,370 19,782 32% × 

産業廃棄物排

出量削減 

(トン) 

0.4 1.5 0.3 500% 〇 

廃プラスチック類に該当するシュ

リンクフィルムが有価買取りとな

り、排出量が削減できました。 

水使用量削減

(㎥) 
159 183 138 133% 〇 

昨年より衛生管理面の改変により

トイレ・洗面台のタオル設置を廃止

した結果、洗濯用水の大幅な使用量

削減となりました。 

環境配慮製品

の提案件数

(件) 

20 件 20 件以上 20 件 100% ○ 

昨年度内にて 2 度の価格改定が生

じ、コスト上昇が避けられない中、

梱包入数の見直し等で改善を提案。

採用された件数を確認をしたとこ

ろ、目標達成となりました。 

まだ価格改定が完了していない得

意先も残っていることから、材質の

変更等で改定幅を抑え、また簡易包

装への提案も行っていきます。 

環境配慮製品

の採用件数

(件) 

5 件 5 件 5 件 100% ○ 

※二酸化炭素排出量の計算は、九州電力の 2016 年度調整後排ガス係数 0.483(kg-CO2/kWh)を使用して

います(3 年間使用)。 

※評価： ○良好(目標以上を達成)、△やや問題(85％以上を達成)、×問題(達成度が 85％未満) 

※次年度は 4 ページに記載のある環境目標と 7 ページに記載のある環境活動計画を継続します。 
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6.環境経営目標の実績、評価 
取組に対する対策内容 目的 

グリーンカーテンの設置(継続) 

 

・事務所 

事務所内空調の節電を目的とし

て設置しました。 

大型扇風機の配置(継続) ・工場出入口 

出入口に大型扇風機を配置し、

工場内の空気の撹拌を目的とし

て使用しました。 

エアコン継続稼働の実施(継続) ・事務所・休憩室 

事務所、および休憩室のエアコ

ンの継続稼働を実施した。 

ON と OFF の切り替えによる電

力消費の削減を目的として設置

しました。 

水使用量削減 ・事務所 

衛生管理面から手拭きタオル常

設を廃止し、各自でハンカチ等

を持参するようにしました。 

産業廃棄物排出量削減 ・工場 

廃プラスチック類として排出し

ていたものを一部有価物扱いに

変更しました。 

 

 

今後の取組内容 

重点項目 取組に対する対策内容 目的 
化石燃料消費量削減 配送効率の最適化 

 

・配送 

配送ルートの選定において最適

なルートを常に検討する。 

電気量削減 事務所棟の蛍光灯類の LED 化 ・事務所 

設置している蛍光灯数を再検討

し、LED に変更して電気使用量

の削減を検討する。 
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7. 環境関連法規等遵守評価表 
 

 

 

 

 

(1).環境管理表記の遵守の有無 

環境管理法規制の遵守活動を行い、遵守評価を行った結果、遵守しており環境管理法規への違反は

ありません。 

(2).指摘、訴訟などの有無 

  環境関連法規への活動を通して過去 3 年間にわたり、関係当局からの違反等の指摘はありません。 

  また周辺住民からの苦情もなく、訴訟についてもありません。 

 

 

適用法規 該当設備施設 法規の要求事項 
遵守評

価結果 
備考 

浄化槽法 ・浄化槽 
法定検査、定期点検、定期清掃の

実施、特定施設の届出 
○ 

 

廃棄物処理

及び清掃 

に関する法

律 

・金属くず、廃

プラ、ガラスく

ず、木くず 

・その他一般廃

棄物 

保管場所表示、保管基準の順守 ○  

運搬・処分業者との委託契約 ○  

マニフェストの交付・回収 ○  

マニフェスト交付状況の報告 ○ 
 

リサイクル

法 
・パソコン 

長期使用、再生資源の努力義務、

適正処理 
○ 

廃棄発生無し 

家電リサイ

クル法 

・テレビ、エア

コン、冷蔵庫、

洗濯機 

買換時リサイクル料負担、適正処

理 
○ 

廃棄発生無し 

自動車リサ

イクル法 

・2t トラック 1

台 

車検又は買換時リサイクル料負

担、適正処理 
○ 

廃棄発生無し 

フロン排出

抑制法 

・業務用エアコ

ン 

回収・運搬・破壊に要する料金の

支払い、適正処理 
○ 

廃棄発生無し 

定期点検 ○  

道路交通法 

・アルコールチ

ェック 
業務前のアルコールチェック 〇 

2022 年 4月法改正より 

・安全運転管理 
社用車 5 台以上使用の事業所は専

任が必要 
〇 

 

消防法 
・指定可燃物

（段ボール） 

指定可燃物貯蔵取扱届出書 ○  

技術上の基準の遵守 ○  
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８.代表者による全体の評価と見直し 

 

弊社本州大分段ボール株式会社は、王子ホールディングス産業資材カンパニーの一員として王子グル

ープ環境憲章に則り、持続可能な開発目標の実現に向けて、当年度もエコアクション２１に取り組んで

参りました。 

此度の更新審査に於いては、まず前年度比で化石燃料消費量、二酸化炭素排出量、電気使用量の 3 項目

において、昨年に続き目標を下回った結果となりました。新型コロナウイルス禍からの需要の回復を待

ちながらも大幅なコスト削減に励み、その一端であった配送の自製化による化石燃料の自社消費の増が

大きく影響しています。また、感染拡大防止策として定着した換気による密閉空間の回避、ひいては冷

暖房の空調ロスも引きつづき電力の消費増に影響しています。一昨年より減少へ移行した、ストレッチ

フィルム等の廃プラスチックの量は、今年度も更なる削減となり、社内おいてはストレッチフィルムの

効果的な使用法の実施を継続しております。昨年からは産廃ではなく有価物として回収される契約にも

至っており『プラ廃棄ゼロ』達成の初年度となりました。基幹となるのグループ全社方針『安全絶対優

先』のもと、社是である『和心協力』のスローガンを掲げて、今後もさらなる環境変化に対応し、従業

員の地道な努力がそれぞれの目標の達成に繋がる、伸びやかで自由な発想を育む職場環境と、自律した

責任感を以て改善を推進する職場づくりに努めます。地域に求められる環境目標達成への意識も新たに、

多様性を以て柔軟な発想で対応し、これからのエコアクションにも個々の小さな活動を積み重ねながら

取組んで参ります。 

化石燃料の消費量削減について、2022 年度の目標未達の実情をふまえ、今後には配送担当、営業担当

共々、需要の回復に沿って増す配送業務、営業活動の効率化を含め燃料消費の改善を推進して参ります。 

電気使用量については、今期も前年を上回った夏季の猛暑への対応と新型コロナウィルスの感染防止

策である「密の回避」を両立させる体勢で臨み、事務所内の換気をしながらの冷房機器の運用という環

境下でした。基本的に事務所・休憩室のエアコンの使用開始温度２８℃ルールの励行、日中の継続運転

と実働時間の低減もそのままに、例年の『グリーンカーテン』の植栽も実施。ニガウリの成長にも影響

された年度にて、やや効果面では低い評価となりました。総合的には根本的な暑さへの対策が不十分な

面の影響も大きく、目標値をクリアすることは叶いませんでした。いよいよ次期には具体的な工場内の

暑さ対策として機械的な改善を進めており、攻守バランスを取りながらの目標管理に務めて参ります。 

環境配慮型製品の提案については、これまでの主な活動内容でもありますとおり、既存白ライナー製

品の茶（クラフト・ジュート）ライナー化や材質構成変更（ゲージダウン）のご提案はもとより、プラ

スチック系容器の段ボール転換提案や紙器・パッケージ化のご提案、材質構成の軽量化などによる CO2

の排出削減のご提案など、王子グループとしての技術支援、情報提供をしながら、引き続き活動を維持

推進して参ります。 

環境関連法規制については、王子グループ企業行動憲章のもとこれまで通り継続的に遵守されており

ます。王子ホールディングス全グループ方針である「安全絶対優先」と「コンプライアンス」を経営の

最優先事項として、弊社の事業運営を進めて参ります。グループ憲章の朝礼時の全従業員による読み上

げ、また、環境・安全・コンプライアンスのＳ－KYT の実施、緊急時に対応したＢＣＰ訓練など、従業

員の意識啓発と定着を継続し、王子グループ水準での環境基準値による諸規格の管理実施などを通じて、

近隣地域社会との連携にも積極的に関っています。今期も弊社における具体的な苦情・クレーム等の報

告例はございません。弊社はこれら活動実施体制をこれからも維持し、社会を構成する良き一員として

企業の社会的責任を果たし、信頼される明るい会社、愛される企業を目指します。  


